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平成 28 年 2 月 19 日 

商 工 中 金 

国の「地域再生支援利子補給金制度」適用 商工中金第 1号案件 

鉄骨階段メーカー最大手の株式会社横森製作所が実施する 

踏板生産ラインの新設を金融面からサポート！ 

商工中金は、各地域の金融機関や関係機関等と連携しながら、「地域経済の活性化」や

「地域雇用の創造」に貢献する中小企業等を積極的にサポートしています 

商工中金（新宿支店）は、株式会社横森製作所（本社：東京都渋谷区、代表者：有明 利

昭氏）に対し、階段踏板生産ラインの新設資金として 5 億円を融資しました。うち、1

億 6 千 1 百万円は国の「地域再生支援利子補給金制度」を活用した商工中金第 1 号案件

です。同制度は、地域再生に資する事業を行う方が、国の指定を受けた金融機関から必

要資金を借入する場合に、事業者の金利負担の軽減を図るために当該金融機関に対し利

子補給金を支給するものです。 

株式会社横森製作所は、昭和 26年に装飾金物業として創業し、現在は鉄骨階段のトッ

プメーカーへと成長しています。階段専門メーカーとして長年培ってきた独自技術とノ

ウハウを強みに、日本の超高層ビルの約 8割に同社の内部用鉄骨階段（ヨコモリ式階段）

が採用されています。 

同社は、主力製品である内部用鉄骨階段を、組立ボルトをなくして経済性や施工性、

デザイン性を高めた新型モデルにリニューアルして、量産化に取り組む事業計画を策定

し、いわき工場（所在地：福島県いわき市）に踏板生産ラインを新設しました。新ライ

ンは、コイル材のフラット化から完成品の複数パレットへの積載までを 1 回の指示入力

で自動運転させるなど、生産性の向上や省力化が図られており、月産能力は現行比の約 5

倍を見込んでいます。 

商工中金は、新製品開発や生産性向上への取組みを通じて地域経済の活性化に貢献す

る同社の事業計画を高く評価し、必要資金を融資しました。 

 商工中金は、公的金融機関で唯一のフルバンキング機能を有する機関として、地方公

共団体や関係機関等と連携しながら、地域経済の活性化に貢献してまいります。 

【株式会社横森製作所の概要】 

所 在 地 東京都渋谷区幡ヶ谷 1-29-2 資 本 金 6千万円 

代 表 者 有明 利昭 従 業 員 数 413名（平成 28年 1月現在） 

業 種 鉄骨階段製造業 設 立 昭和 36年 12月(創業：昭和 26年) 

 


